
第１回香芝市空家等対策推進協議会会議録 

 

１ 開催日時 平成２９年７月２１日（金）午前１０時から午前１１時５０分 

２ 開催場所 香芝市役所３階第１会議室 

３ 会議の案件 

    ◇会長・副会長の選任 

    ◇香芝市空家等対策推進協議会の会議に関する運営基準について 

◇報告事項 

①空家等対策の推進に関する特別措置法について 

②空家等実態調査結果について 

◇協議事項 

①香芝市空家等対策計画(案)の作成について 

②特定空家等の判断基準について    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議事の経過 

発言者 議題（案件）・発言内容・決定事項 
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◇会長及び副会長の選任 

・会長に萩原委員が、副会長に北井委員が選任された。 

 

◇香芝市空家等対策推進協議会の会議に関する運営基準について 

・事務局より運営基準（案）について説明があり、承認された。 

 

◇報告事項 

①空家等対策の推進に関する特別措置法について 

・事務局より空家等対策の推進に関する特別措置法の概要について説

明。 

 

「空家等」の定義を明確にして頂きたい。あとで定義を違えれば、

空家対策の範囲が変わってくると思われるので、最初の段階で明確に

しておいたほうがいいと思う。 

 

元々建築物がなく、門・塀があるのみの空き地は、「空家等」には

該当しないが、元々建築物が存在し、その基礎のブロックが残るのみ

の状態となっている場合、それは建築物に該当することから、使用が

なされていないことが常態であれば、「空家等」に該当する。個別案

件により判断することになるが、整理させて頂いて、次回の協議会の

中で報告させていただく。 

 

◇報告事項 

②空家等実態調査結果について 

・事務局より空家等実態調査結果について説明。 

 

この調査は一戸建てを前提に調査されたということか。古いアパー

トのようなものも入っているのか。 

 

空家の定義として、集合住宅すべての居室が空いておれば空家に該

当するので、すべての部屋が空いている場合は、それも一つの空家と

して件数に計上している。 

 

所有者が不明で、アンケートそのものがだめだったということはあ

るのか。５０％ぐらいの回答率だが、残り半分が意図的に回答されて
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いないのか。 

 

宛先不明で返ってきたものが数件あった。回答自体、拒否されると

いう連絡をいただいた方も数名いらっしゃった。ただ、今回は税情報

を使用しただけで、住基情報を使ってまでの追跡は行っていない。 

 

登記上の所有者と、税金をいただいている所有者というのは違うと

思うが、その場合にどちらを所有者としているのか。 

 

アンケートは、基本的には所有者に送った。税情報で、納税管理人

がいらっしゃる場合は、所有者ではなく、実質的な所有者であると思

われる納税管理人に送らせて頂いた。 

 

◇協議事項 

①香芝市空家等対策計画(案)の作成について 

・事務局より香芝市空家等対策計画(案)、スケジュールについて説明。 

 

特定空家等は、放置すればこのままいくと朽ち果ててしまうという

かたちになるところだがどのくらいの年数をいうのかということも

含めて、どこまでのものを特定空家にするか、中の内部調査をどこま

で市として、踏み込めるのかというのを教えていただけないか。 

 

所有者が立入調査を拒否した場合、外観からの情報だけで特定空家

になるかどうかを、判断しなければならないと考えている。そこで、

内部状態がより悪い状態であることを想定した判断基準を作ったり、

立入調査を拒否した場合には、そういった場合の項目を入れて検討す

ることも、考えているところである。 

 

誰が見てもやばいという状態の中で、それを特定空家に認定すると

いうのは、あくまで行政が、もちろんいろんな方々の同意のもととい

うかたちでということになると思うが、これはある意味強制的に所有

者さんがどう言おうと特定空家にはできるということになるのか。 

 

特定空家の判断基準は市で示させて頂く。項目ごとに客観的に判断

する判断基準を作るのか、点数化をして何点以上は特定空家とするの

か、次回にお示しさせて頂き、皆さんで検討していただきたいと考え

ている。 
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香芝市空家等対策計画というのは、特定空家に認定されてからの話

なのか、どこからがスタートなのか。 

 

この計画に定める内容は、空家になる前から空家になった場合はど

うするのかということを考えていただくところからであり、空家にな

る前の、ならないための予防策というところから計画に盛り込んでい

きたいと考えている。 

 

計画を立てた場合に、行政代執行まで入っている。これは年度計画

予算的なものは動かすというかたちになるのか。要はお金がなかった

ら、いくら計画を立てても絵に描いた餅になる。予算として出される

というかたちで考えてよろしいか。 

 

代執行まで至るまでにかなりの時間はかかるとは思うが、もし代執

行になると判断されることがあれば、予算化はしていきたいと思って

いる。 

 

この特定空家というと、古い建物、傷んでいる建物、壊れかけの建

物であるから、相続放棄されている可能性もある。どこで所有者を判

断するのか。相続人がたくさんいてというケースもあると思う。もう

私管理するの嫌やねん、相続なんか嫌やというのも結構あると思う。 

 

理屈上は相続人全員ということになると思う。管理するのは嫌だと

いうことであれば、相続放棄を促して、全員が最終的に相続放棄して

しまって誰もいなくなったら、相続財産管理人を裁判所で選任しても

らうという流れになると思われる。 

 

空家の中には権利関係が、相続関係が複雑化しているものもやはり

あると思われる。ただ、先ほどから申し上げているように、空家の対

処というのは、第一義的には所有者さんがやっていただくことになる

ので、まずは促すということになる。その所有者をどう特定していく

のか、そこも非常に難しいところではあるが、相続人がおれば、その

相続人の方に連絡を取って、市は相続の処理も含めて、まず解決して

くださいねと促すことをする。空家対策の中で相続問題を決着すると

いうところまでは、これは個人の権利の問題になるので、市のほうも、

そこまでは基本考えていない。ただ、本人さんが相続問題を裁判所で

解決もするということであれば、それはやっていただいて、その後、

相続放棄されたら、その後についてはこちらのほうも関与していける



 

 

委  員 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委  員 

 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

ところではあるかと考えている。 

 

話が前後するが、協議会の事務の中に特定空家の認定に関すること

というのがあったと思う。その特定空家を認定するに際して、書類と

か写真だけで判断することもできるかもしれないが、どうしても現地

調査が必要になることもあると思う。そこで、可能であれば協議会の

権限の中に、その現地調査、確認というのを明記していただけたらな

と思う。そうしないと、現地に行ったときに何の権限があって見に来

ているのかという話になると若干困ると思う。 

 

法第９条第３項に、「市町村長は、前項の規定により当該職員又は

その委任した者を空家等と認められる場所に立ち入らせようとする

ときは、その五日前までに、当該空家の所有者等にその旨を通知しな

ければならない。ただし、当該所有者等に対し通知することが困難で

あるときは、この限りでない」という条文があり、協議会が立ち入る

ということの、条文ではないが、この条文を利用して、職員や協議会

の中でそこを調査する必要があるという判断に至った場合は、委任し

てそれを調査するというかたちになろうということでご理解頂きた

い。 

 

事務をつかさどるという中に、現地調査を我々がやるというのでは

なくて、職員の方が行っていただいた結果を協議してどうするかを諮

るということでよろしいか。 

 

基本的には、そういうことになろうかと思う。ただ、協議会のメン

バーの皆様の中で、どうしても現地で確認したいということであれ

ば、この条文を利用する。 

 

特定空家のことについて、ご質問ご意見が集中しているが、基本は、

空家対策全般の総合的な計画ということなので、空家になる前のこと

から含めてである。特定空家になれば、特定空家としての対処を第１

４条でやるということになるかと思う。その空家になったところの活

用の推進とか、住民等に対する相談の窓口等々、全般的な計画をまず

立てる。特定空家は、その中の一部としてやるということになるのだ

ろうと思う。 

 

この空家等対策計画を作らなくてはいけないのはもう重々承知し

ているが、先ほどの調査結果でも示しているように、特定空家にして
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早く措置をしないといけないものがあるという思いが、多分、出てき

ている。その中で、この対策計画としての１０年間というのはいい 

が、この中に特定空家を時期的な話で早目に持ってきて、措置をして

いくという考え方は、今はないのか。現状が空家で、状態のいいもの

を利活用していくということとは別に、特定空家の認定を早くして措

置をしていかないと、現実的に担当所管のほうには、いろんなかたち

で耳に入っている状態というのがあると思う。この対策をしていくと

いうのは、この計画とは別に動くのか、後手に回らないかという不安

がある。 

 

特定空家の認定については、計画の策定がなかったとしても、法律

で規定されている事項であり、市長が特定空家であるという認定をす

ることはできる。ただ、認定にあたり、後ほど説明させていただくが、

個人の財産に制限をかけていくことにはなるので、明確な基準とか、

考え方、方針を定めたいと思っている。 

 

今、市長が決められるとおっしゃった。でも基準が明確でないとい

うことは、決められないということではないか。文言の遊びをするの

ではなくて、現実的に、ここ１年間の話、この計画を立てていくと同

時に、調査していただいた約８件というのは、近隣で相当話題にはな

っている。その解消をしていくというのは、優先順位の問題というの

は、どうなのか。今のご説明だと、できるが基準をもう一度、見直さ

ないといけない。逆に言ったら、基準を最初に短期間でやっていかな

いといけないのではという不安があるのだが、それについては、今、

市としてはどうお考えか。 

 

計画策定の部分と判断基準と同時には進めていき、基準もきちっ

と、協議会の中で決めていきたいと思っている。 

 

先ほどおっしゃったように、市長の権限でというのは、実際は止ま

るということである。現実的にずっと皆さんがご相談されていて、な

かなかそれが実際、個人の財産にかかわるからできない。これは大切

なことである。今からいろんなとこで空家が出てくるので、香芝市と

してこれからどうしていこうということになるが、ただ、調査結果で

も写真を載せていただいた約８件がやばそうだなというのが、多分、

私だけでなく、所管の方が一番ご存じだと思うが、これが、今のお答

えだとできそうな、実はでもできませんというかたちになるのを、置

いておいていいのかなという、ここせっかく立ち上げていただいてい
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るのに、どうなのだろうという思いです。 

 

今のこの策定スケジュールどおりにいくと、パブリックコメントが

終わって、１２月の段階でようやく計画と判断基準が同時に正式に認

められる。これ以降は、この判断基準に沿って、特定空家を判断でき

るようになる。でもそこまではできない。その間に緊急性があるもの

については、先に判断基準を定めてでも、もう手をつけるべきではな

いかというのが、主旨だと思うが、その辺はいかがか。可能といえば、

もちろん可能だと思う。そこまでされるおつもりがあるのかどうかと

いうご質問だが、事務局としてはこのスケジュールどおりで一応やり

たいのか。 

 

特定空家はもう待ったなしの状況の案件も、ご存じのようにあると

思う。当然、緊急に対応はしていかなければならないと思っている。

既に、そういう案件については、個人さんには連絡もしているところ

である。それでも解決されないといったところで、今後対応していく

案件になる。先ほども申したが、やはり個人の財産、個人の権利とい

うところが大きく立ちはだかっており、法律的にそこは、きちっと段

階を踏んでやっていかなければならないというところがあるので、計

画策定と特定空家の認定というのは、当然並行してはやっていくが、

手続き上の問題というのはどうしても避けては通れないので、できる

だけ、どちらも早く対応できるように、市のほうでは、考えていきた

いと思う。 

 

おっしゃっていること自体は、理解はしている。今までずっと市の

方でご苦労されていて、現実的に地権者の方、所有者の方とお話もし

ていただいている状況の中で、なかなか遅々として進まない部分があ

るので、地権者の方が悪いというのではなくて、それでも安全確保の

ための市の立場というのを、１段上に上げるためには、早急にこれが

必要なのかなという思いであるので、個人の所有者の問題であるとは

いえ、何かあったときに何で行政が動かなかったんやと絶対言われる

ところも出てくるとこが多々あるというのも、世の中の現状の常であ

るので、市のほうがしっかりカバーできるような体制を１日も早くと

いうかたちで、これが計画にあるように一応年内でされていく予定な

ので、これが明日なのか年内なのかといった場合に、長い目で見たと

きにはそうでもないのだろうが、どっちをどう重きに置くのかという

思いもあったことから、敢えて言わせていただいたというのが本音で

ある。それについて大きく反対するとか、賛成するとかいうのではな
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いので、またよろしくお願いする。 

 

周辺の方から苦情はかなりある。その中で、個別郵便や電話などで

適正な管理をするようにということでアプローチはさせていただい

ている。さらには、今度は出向いてその方とお話をして適正な管理を

促していこうと思っているので、ご理解のほうよろしくお願いする。 

 

◇協議事項 

②特定空家等の判断基準について 

・事務局より「特定空家等」の判断の参考となる基準について説明。  

 

先ほどの調査結果で、特定空家になる可能性が高いというところを

点数化しているが、空家調査表の老朽度判定のところの点数の合計、

満点は全部足すのだと思うが、何点満点か。 

  

現地調査票の老朽度判定の配点とあるところで、各評価区分で、１、

２、３、４とあるが、この区分の中で、当てはまるものが２つ以上あ

る場合は、最高評点というものが別に定まっており、それに点数が変

わるということになっている。こちらの現地調査票だけでは、文言の

みで点数の計算方法が明確ではないが、それも国が定めた基準に則っ

て、項目が増えると点数が加算されるということになっている。 

 

点の高いほうが特定空家に近いということでよろしいか。 

 

はい。 

 

これはあくまでも、まだガイドラインなので、これに沿った基準は、

次回の会議で示されるということになるのか。 

 

次回の会議で示していきたいと考えている。 

 

 

  


